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残
暑
厳
し
い
練
武
の
地
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、

平
成
二
十
五
年
九
月
十
二
日

か
ら
十
四
日
の
間
、
中
部
方

面
混
成
団
（
団
長

武
政
賢

一
一
佐
）
は
、
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
（
連
隊
長

有
浦
一

佐
）
の
総
合
訓
練
を
全
国
と

し
て
は
初
め
て
実
施
し
た
。

陣
地
構
築
に
続
く
防
御
戦

闘
に
お
い
て
は
、
常
備
自
衛

官
・
即
応
予
備
自
衛
官
が
一

体
と
な
り
、
与
え
ら
れ
た
任

務
を
完
遂
し
、
敵
を
圧
倒
撃

破
し
た
。 第

四
十
七
普
通
科
連
隊

企
業
主
・
協
力
団
体
等

総
合
訓
練
研
修

団
は
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
総
合
訓
練
に

併
せ
、
中
国
、
四
国
地
区
の
雇
用
企
業
十
二
社
、

即
応
予
備
自
衛
官
隊
員
家
族
及
び
協
力
団
体
に

対
し
て
、
総
合
訓
練
の
研
修
を
行
っ
た
。

統裁官 武政１佐

編成完結式

即
応
予
備
自
衛
官

あ
い
ば
野
演
習
場
に
集
結

「
敵
の
侵
攻
を
阻
止
せ
よ
」

敵を待ち構える小銃手 あいば野演習場に集結する即応予備自衛官



か け は し第１７号 （２）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

有
浦

隆

一
佐
）
は
、
九
月
十
二
日
か
ら
九
月
十
四

日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
連
隊
創
立
初
と
な
る
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
二
年
間
に
亘
る
長
期
に
か
け
て
準
備
し
た
「
連
隊
長
が
指
揮
す
る
初
め
て
の

練
成
訓
練
」
で
あ
り
、
連
隊
長
は
、
「
敵
を
意
識
」
「
最
良
の
指
揮
手
順
」
「
完
全
掩
体
の

構
築
」
の
三
点
を
要
望
事
項
に
掲
げ
、
年
度
当
初
か
ら
、
部
隊
ご
と
各
種
の
訓
練
を
行
い
疲

労
困
憊
の
中
で
も
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
、
精
神
力
及
び
技
能
の
向
上
に
努
め
た
。

九
月
十
二
日
に
統
裁
部
の
車
両
点
検
を
受
け
、
翌
十
三
日
早
朝
に
陣
地
地
域
に
前
進
し
、

そ
の
後
、
作
業
工
程
及
び
工
事
の
進
捗
状
況
を
把
握
・
修
正
し
な
が
ら
、
妥
協
す
る
こ
と
な

く
完
全
掩
体
を
構
築
し
た
。
連
隊
は
、
堅
固
な
陣
地
を
完
成
し
た
後
、
戦
闘
予
行
に
よ
り
戦

い
方
を
徹
底
し
十
四
日
の
防
御
戦
闘
に
お
い
て
強
力
な
敵
の
侵
攻
を
阻
止
し
て
任
務
を
完
遂

し
た
。

初
の
連
隊
総
合
訓

練

連
隊
総
合
訓
練
に

向
け
各
中
隊
始
動
！

連
隊
は
、
今
年
最
大
の
目

標
で
あ
る
創
立
初
の
総
合
訓

練
に
先
立
ち
、
部
隊
の
作
戦

規
定
（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）
を
策
定
し
、

そ
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

当
初
、
障
害
の
構
成
、
完
全

掩
体
の
構
築
を
各
タ
イ
プ
別

訓
練
で
練
成
し
た
。
特
に
、

掩
体
の
構
築
に
関
し
て
は
敵

を
意
識
し
、
か
つ
撃
て
る
こ

と
を
追
及
し
自
ら
の
命
を
守

る
掩
護
土
層
か
ら
手
榴
弾
孔

に
至
る
ま
で
妥
協
せ
ず
構
築

し
、
常
備
・
即
自
、
「
共
に

練
磨
」
を
具
現
し
た
。

連
隊
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
訓
練

（
近
江
の
盾
作
戦
発
動
）

連
隊
は
、
七
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
九
日
の
間
、
指
揮
所
訓

練
セ
ン
タ
ー(

兵
庫
県
川
西
市)

に
お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
指
揮
所
演
習
を
、
総
合
訓

練
に
向
け
て
最
も
重
視
す
る
練

成
訓
練
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

こ
れ
ま
で
数
次
に
渡
る
連
隊
Ｃ

Ｐ
Ｘ
の
成
果
を
反
映
し
た
全
搬

作
戦
計
画
を
携
え
て
訓
練
に
臨

ん
だ
。
連
隊
は
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
指
揮
幕
僚
活
動

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｅ
操
作
の
能
力
を
最

大
限
発
揮
し
て
、
来
た
る
総
合

訓
練
に
向
け
更
な
る
能
力
向
上

に
努
め
た
。

戦闘指導を行う有浦連隊長

敵情の連絡を受ける携帯対戦車弾手

敵情を報告する小隊陸曹 敵戦車を捕捉する対戦車誘導弾迫撃砲の射撃準備をする隊員
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第
四
陸
曹
教
育
隊

第１７号

障
害
通
過
運
動
（
普
通
科
中
隊
）

家
族
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ヘ
リ
体
験
搭
乗

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

今
年
、
「
第
四
陸
曹
教
育
隊
友
の

会
」
に
入
会
し
た
私
に
、
こ
の
よ
う

な
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
の
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
ま
さ
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
開
口
一

番
の
挨
拶
で
あ
っ
た
「
絶
好
の
フ
ラ

イ
ト
日
和
」
で
し
た
。

機
内
に
乗
り
込
む
と
離
陸
前
の
振

動
と
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
に
緊
張
し
、

そ
の
我
々
の
表
情
を
感
じ
取
っ
た
の

か
「
本
日
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
を

用
意
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
上
空
か
ら

の
景
色
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

と
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
の
ユ
ー
モ
ア

あ
る
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
我
々
の

緊
張
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
分
間
の
あ
っ
と
い
う
間
の
飛
行
で

し
た
が
、
普
段
私
た
ち
が
あ
ま
り
出

来
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
訓
練
見
学
等
の
お

誘
い
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

隊
は
（
隊
長

谷

俊
彦
一
佐
）
八
月

八
日
、
平
成
二
十
五
年
度
前
期
転
入
隊
員

の
家
族
に
対
し
て
、
「
転
入
家
族
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
た
。

今
回
は
三
家
族
八
名
に
対
し
、
新
居
住

地
に
お
け
る
家
族
の
不
安
解
消
と
転
入
部

隊
に
対
す
る
信
頼
感
の
醸
成
の
た
め
、
当

初
隊
舎
内
に
お
い
て
部
隊
の
概
要
と
隊
員

職
務
の
特
性
や
、
駐
屯
地
内
及
び
駐
屯
地

周
辺
地
域
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
装
備
品
展
示
場
に
お
い
て
、
戦
車
や
戦

闘
機
の
見
学
案
内
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
り
、
大
津
駐
屯
地
周

辺
地
域
の
市
役
所
、
主
要
な
病
院
・
駅
等

の
公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
及

び
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
生
活
施
設
を

案
内
し
た
。
案
内
・
説
明
を
担
当
し
た
隊

付
准
尉
の
物
腰
の
柔
ら
か
い
懇
切
丁
寧
な

説
明
の
甲
斐
も
あ
り
、
参
加
し
た
家
族
か

ら
は
、
「
不
安
も
薄
れ
、
ま
た
子
供
も
喜

び
参
加
し
て
良
か
っ
た
。
」
と
の
声
も
あ

り
、
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。

共
通
教
育
中
隊
は
八
月
二
十
六
日
、
あ
い
ば
野
演
習

場
に
お
い
て
、
第
一
二
三
期
二
次
陸
曹
候
補
生
課
程
入

校
学
生
に
対
し
て
、
課
目
「
潜
入
体
験
」
を
実
施
し
た
。

本
課
目
は
、
機
関
銃
の
実
射
、
Ｃ
４
実
爆
に
よ
る
砲

弾
落
下
状
況
現
示
等
の
実
戦
的
な
状
況
下
、
分
隊
長
の

命
令
・
号
令
に
応
じ
て
戦
闘
動
作
を
行
わ
せ
、
基
礎
的

戦
闘
動
作
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
陸
曹
候
補
生
課
程
の
課
目
の
中
で
も
重
要
な
教
育

課
目
の
一
つ
で
あ
る
。

実
弾
・
実
爆
の
中
で
の
戦
闘
行
動
と
な
る
こ
と
か
ら
、

分
隊
長
で
あ
る
学
生
は
、
砂
盤
を
使
用
し
て
、
分
隊
員

で
あ
る
学
生
に
綿
密
な
命
令
下
達
を
実
施
し
た
。

分
隊
攻
撃
前
進
間
に
お
い
て
も
、
頭
上
を
実
弾
が
飛

び
交
う
中
、
分
隊
長
は
、
短
節
で
明
確
な
前
進
号
令
を

発
し
、
分
隊
員
は
そ
の
号
令
に
応
じ
る
正
確
・
機
敏
な

躍
進
や
ほ
ふ
く
で
目
標
に
緊
迫
し
た
。
突
撃
後
の
分
隊

員
の
全
身
に
は
、
実
爆
で
舞
い
散
っ
た
砂
利
等
が
付
着

し
て
い
た
。

学
生
は
、
ま
さ
に
実
戦
感
覚
で
基
礎
的
戦
闘
動
作
の

重
要
性
を
認
識
し
た
。

普
通
科
教
育
中
隊
は
七
月
十
八
日
、
大
津
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
一
二
三
期
陸
曹
候
補
生
課
程
入

校
学
生
に
対
し
て
、
課
目
「
障
害
通
過
運
動
（
武

装
障
害
走
）
」
を
実
施
し
た
。

本
課
目
は
、
十
八
種
類
の
障
害
を
通
過
す
る
こ

と
に
よ
り
、
陸
曹
と
し
て
必
要
な
体
力
・
気
力
を

総
合
的
に
練
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
課
目
で

あ
り
、
各
種
地
形
・
気
象
を
克
服
し
、
い
か
な
る

時
期
及
び
場
所
に
お
い
て
も
戦
闘
を
遂
行
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
る
普
通
科
隊
員
に
と
っ
て
必
至
課

目
で
あ
る
。
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
準
備
の
段

階
か
ら
、
不
安
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
学
生
も

い
た
が
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
と
全
員

が
、
闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
表
情
に
豹
変
し
、
助

教
や
同
期
か
ら
の
激
励
の
中
、
全
力
で
障
害
を
通

過
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
て
異
状
の
有
無
を
区
隊
長
に

報
告
し
た
学
生
の
そ
の
表
情
は
、
清
々
し
い
表
情

で
あ
っ
た
。

潜入体験（共通中隊）

四
曹
教
友
の
会

久
保
中

秀
樹ＵＨ－１と記念撮影

綱登降障害を行う隊員

低い姿勢で迅速に行動する隊員

（３）
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第
一
〇
九
教
育
大
隊

第１７号

予
備
自
衛
官
等
訓
練
開
始

三
一
六
中
隊

伊
賀
上
三
曹

男
の
子
出
産

第
一
〇
九
教
育
大
隊

（
大
隊
長

猪
股
倫

夫

二
佐
）
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
平
成
二

十
五
年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
約
一
七

〇
名
）
及
び
予
備
自
衛
官
補
招
集
教
育
訓
練

（
約
一
四
二
〇
名
）
の
担
任
を
開
始
し
た
。

今
年
度
も
幅
広
い
年
齢
層
（
十
八
歳
～
五
十

九
歳
）
の
隊
員
が
中
部
方
面
隊
管
内
か
ら
大

勢
出
頭
す
る
。
特
に
、
晴
れ
て
予
備
自
衛
官

補
と
し
て
採
用
さ
れ
、
始
め
て
教
育
訓
練
に

参
加
し
た
出
頭
者
は
皆
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
、

訓
練
に
対
す
る
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
こ
の
訓
練
に
係
る
各
中
隊
基
幹
隊
員

等
は
新
入
隊
員
教
育
で
培
っ
た
経
験
を
活
か

し
厳
し
く
も
懇
切
丁
寧
に
愛
情
を
持
っ
て
隊

員
に
接
し
、
体
調
管
理
面
に
も
十
分
留
意
し

な
が
ら
招
集
訓
練
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
大
隊
は
、
活
気
に
溢
れ
か
つ
緊

張
感
の
あ
る
教
育
訓
練
を
目
指
し
、
何
事
に

も
明
る
く
元
気
に
前
向
き
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

大
隊
は
、
八
月
八
日
の
駐
屯
地
夏
祭
り
行
事
に
併

せ
転
入
家
族
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
各
中
隊
等
か
ら
五
家
族
（
十
八
名
）
の

隊
員
家
族
が
参
加
し
、
大
隊
長
挨
拶
に
引
き
続
き
、

総
務
係
長
か
ら
大
隊
が
行
っ
て
い
る
教
育
訓
練
の

概
要
及
び
福
利
厚
生
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

新
入
隊
員
教
育
等
の
訓
練
内
容
並
び
に
共
済
組
合

の
事
業
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
ま
た
こ
の
間
、
家
族
紹
介
を
行
い
家
族

間
の
交
流
を
図
る
事
が
出
来
た
。

夕
方
、
雷
雨
に
見
ま
わ
ら
れ
残
念
な
が
ら
盆
踊
り

は
中
止
と
な
っ
た
が
、
夕
刻
に
は
雨
も
上
が
り
予

定
ど
お
り
琵
琶
湖
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
花
火
が
終
わ
っ
た
後
、
各
ご
家
族
と
も
満
足
げ

に
夏
の
思
い
出
を
胸
に
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。
今

後
も
大
隊
は
、
家
族
支
援
事
業
を
重
視
し
て
隊
員

ご
家
族
へ
情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
度
八
月
二
十
日
に
無
事
長
男
を

出
産
し
ま
し
た
。

妊
娠
中
は
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
、
子
供
も
お
腹

の
中
で
順
調
に
育
ち
、
生
後
一
ヶ
月
が
経
っ
た
今
も
ま

す
ま
す
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
が
考
え
て
い
た
子
供
が
で
き
る
前
の
妊
娠
・
出
産

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
母
親
と
子
供
二
人
で
頑
張
り
乗
り

越
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
で

は
な
く
、
出
産
予
定
日
六
週
間
前
ま
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
妊
娠
が
分
か
っ
て
か
ら
産
休
に
入

る
ま
で
の
間
、
私
と
子
供
だ
け
で
乗
り
越
え
た
こ
と
は

な
く
、
職
場
で
は
中
隊
の
方
々
が
身
体
が
冷
え
な
い
よ

う
に
と
毛
布
を
持
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
り
、
力
仕
事
を

手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
ま
た
、
家
で
は
主
人
が
家
事

を
分
担
し
て
く
れ
た
り
と
、
様
々
な
場
面
で
本
当
に
皆

様
に
労
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
の
も
と
に
生
ま
れ
て
来
て
く
れ
た
子
供

に
感
謝
と
愛
情
と
、
そ
し
て
周
り
の
人
々
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
無
事
に
生
ま
れ
て
こ
れ
た
こ
と
を
伝
え

な
が
ら
育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
は
新
隊

員
を
教
育
す
る
上
で
も
共
通
し
、
参
考
に
な
る
事
も
多

く
あ
る
と
思
う
の
で
、
職
場
復
帰
し
た
際
に
は
こ
の
経

験
を
活
か
し
部
隊
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家族オリエンテーション

長男を出産した伊賀上３曹

家族の紹介

銃を持っての基本教練を演練する
予備自衛官補隊員

防護マスクの着用要領を教わる
予備自衛官補隊員

訓練開始式において元気良く申告をおこなう
予備自衛官補隊員

（４）



第１７号 か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

予
備
自
衛
官
（
技
能
）
訓
練

生
活
体
験

大隊射撃競技会・持続走競技会

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

玉
木
章

二

二
佐
）
は
平
成
二
五
年
九
月
三
日
及
び

六
日
の
二
日
間
に
お
い
て
大
隊
（
射
撃
・
持

続
走
）
競
技
会
を
実
施
し
た
。

各
中
隊
等
は
本
競
技
会
に
お
け
る
大
隊
長

の
要
望
事
項
で
あ
る
「
射
撃
規
律
の
厳
守
」

「
安
全
管
理
」
の
２
点
を
具
現
す
べ
く
中
隊

長
等
を
核
心
と
し
て
中
隊
・
個
人
の
名
誉
の

た
め
、
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
競
い

合
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
際
「
団
友
の
会
」
の
激
励
を

受
け
、
隊
員
は
更
に
奮
起
し
た
。

そ
の
結
果
、
射
撃
競
技
会
、
団
体
の
「
優

勝
」
大
隊
本
部

個
人
の
部
「
第
一
位
」
田

渕
曹
長

ま
た
持
続
走
競
技
会
、
団
体
の
部

「
優
勝
」
第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

個
人

の
部
「
第
一
位
」
久
保
３
曹
が
そ
れ
ぞ
れ
見

事
「
栄
冠
」
を
勝
ち
取
っ
た
。

大
隊
は
一
二
月
に
実
施
さ
れ
る
団
競
技
会

へ
向
け
て
引
き
続
き
練
成
を
続
け
る
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
平
成
二
五
年
七
月

二
四
日
～
二
六
日
ま
で
の
間
、
百
十
四
銀
行

の
職
員
五
七
名
の
生
活
体
験
入
隊
を
支
援
し

た
。生

活
体
験
入
隊
で
は
、
基
本
教
練
、
体
力

検
定
、
一
〇
ｋ
ｍ
行
進
訓
練
、
格
闘
訓
練
及

び
野
外
衛
生
等
の
各
種
訓
練
を
体
験
し
た
。

特
に
一
〇
ｋ
ｍ
行
進
で
は
、
迷
彩
服
、
半
長

靴
で
猛
暑
の
中
、
全
員
で
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
一
生
懸
命
行
進
し
て
一
人
の
脱
落
者
も

出
す
こ
と
な
く
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活
体
験
を
終
え
た
職
員
達
は
、
「
グ
ル

ー
プ
内
の
団
結
の
大
切
さ
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
」

人
事
部
人
材
育
成
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
は

「
各
班
長
の
教
育
要
領
が
素
晴
ら
し
く
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
述
べ
ら

れ
て
い
た
。

こ
の
三
日
間
の
生
活
体
験
入
隊
を
通
じ
て

規
律
心
・
団
結
心
を
養
う
と
と
も
に
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
及
び
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

今
回
初
め
て
予
備
自
衛
官
（
技
能
）
訓
練

を
担
任
す
る
に
あ
た
り
、
各
種
技
能
を
有
す

る
人
生
経
験
豊
富
な
彼
等
が
ど
の
よ
う
に
教

育
訓
練
に
臨
ん
で
く
れ
る
の
か
不
安
な
面
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
教
育
が
始
ま
る
と
、
皆
真
剣
に
取

り
組
み
、
自
衛
隊
の
事
に
興
味
津
々
で
、
解

ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
質
問
す
る
等
、

非
常
に
有
意
義
な
教
育
訓
練
と
な
り
、
所
望

の
練
度
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
教
育
を
通
じ
て
予
備
自
衛
官
（
技

能
）
の
方
々
に
対
し
て
、
頼
も
し
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
も
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
教
育
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
の
教
育
に
活
か

し
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
担
任
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

第
三
三
二
共
通
教
育
中
隊三

曹

山
田

陽
一

職種訓練を行う予備自衛官

駆け足で訓練場所に移動

射撃規律の厳守表彰式

中隊・個人の名誉をかけて力走する隊員

（５）
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プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
八
年
三
月
十
日

●
出
身
地

兵
庫
県

●
趣

味

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
家
庭
菜
園

●
主
要
勤
務
歴

第
一
〇
九
教
育
大
隊
入
隊

（
大

津
）

第
三
施
設
大
隊
第
四
中
隊

（
千

僧
）

同

一
中
隊

（
大
久
保
）

第
六
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
施
設
隊

第
三
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
（
大
久
保
）

第
三
施
設
大
隊
第
三
代
最
先
任
上
級
曹
長

（
大
久
保
）

中
部
方
面
混
成
団
第
四
代
最
先
任
上
級
曹
長

（
大

津
）

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
付
で
、
中
部

方
面
混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長
に
大
内

耕
二
准
尉
が
着
任
し
た
。

定

年

退

官

中
部
方
面
混
成
団

最
先
任
上
級
曹
長

大
内
耕
二
准
陸
尉

紹
介

友
の
会

第
一
一
〇
教
育
大
隊
激
励
・
慰
問
行
事

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
（
会
長

田
中

清
司
）
は
、
九
月

六
日
役
員
八
名
が
、
団
隷
下
部
隊
で
あ
る
、
第
一
一
〇
教
育
大

隊
（
香
川
県
善
通
寺
市
）
を
訪
れ
、
激
励
・
慰
問
し
た
。

大
隊
が
実
施
す
る
持
続
走
競
技
会
に
お
い
て
、
田
中
会
長
の

激
励
・
号
砲
に
よ
り
各
隊
員
は
出
走
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
友
の

会
役
員
が
、
一
人
一
人
に
「
お
疲
れ
様
」
と
声
を
か
け
な
が
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
手
渡
し
、
隊
員
を
労
い
激
励
・
慰
問
行
事
を

終
了
し
た
。

『
鬼

手

仏

心
』

最
先
任
上
級
曹
長
業
務
方
針

駐
屯
地
夏
祭
り

平
成
二
十
五
年
八
月
八
日
、
大
津
駐
屯
地
（
司
令
＝
武
政
一
佐
）
は
、
駐
屯
地
夏
祭
り
の

開
催
に
伴
い
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
た
。

夏
祭
り
は
、
大
津
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
び
わ
湖
大
花
火
大
会
」
に
併
せ
て
、
駐
屯
地
を

開
放
、
地
元
で
は
目
前
で
花
火
が
鑑
賞
で
き
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
花

火
の
鑑
賞
に
訪
れ
た
約
三
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
は
琵
琶
湖
の
湖
面
を
彩
る
色
と
り
ど
り
の
花

火
に
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
。

中
部
方
面
混
成
団
（
団

長

武
政

賢
一
一
佐
）

は
、
七
月
十
一
日
か
ら
十

二
日
の
二
日
間
、
滋
賀
県

庁
職
員
（
十
三
名
）
に
対

し
て
隊
内
生
活
体
験
を
支

援
し
た
。

生
活
体
験
を
通
じ
て
、

災
害
現
場
で
の
自
衛
隊
の

管
理
要
領
の
一
端
を
紹
介

す
る
と
共
に
、
人
命
救
助

シ
ス
テ
ム
の
展
示
及
び
取

り
扱
い
操
作
の
説
明
等
を

行
っ
た
後
、
実
際
に
県
庁

職
員
に
人
命
救
助
シ
ス
テ

ム
の
操
作
体
験
を
実
施
し
、

本
生
活
体
験
を
終
了
し
た
。

滋
賀
県
庁
職
員
生
活
体
験

第
一
〇
九
教
育
大
隊

陸
曹
長

中
西

健
次(

左
）

（
八
月
十
一
日
付
）

混
成
団
本
部

准
陸
尉

饗
庭

達
弥(

右
）

（
八
月
十
三
日
付
）

湖面を彩る色とりどりの花火

大勢の人で賑わう駐屯地

夜空に広がる大花火

人命救助システムを操作体験する県職員

挨拶・激励をする田中会長

水分を配る友の会役員

第４７普通科連隊
１等陸曹 加志川勝昭

（８月４日付）

第４陸曹教育隊
３等陸佐 則貞 昭秀

(１０月１日付）

（６）


